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概  要 

 

上田石灰製造株式会社（大垣市）と共同で、半導体やガラスなどの表面処理

やエッチングに使われたフッ化水素酸（フッ酸）廃液の処理方法に取組み、セ

ルロースナノファイバー（CNF）を活用することで、リサイクル可能な処理

技術の開発に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来は、粉末消石灰を用いてフッ酸を中和させ、凝集剤で沈殿させたのち、

埋立処理されていた。これに対し、CNF と消石灰の複合成形体を作製するこ

とで、CNF の持つ繊維状のネットワークによって、フッ酸中でも崩壊しない

強度が得られ、中和後も成形体のまま回収可能になった。 

本技術の 

有用性 

消石灰と CNF の複合化技術は、他のセルロースとの複合化にも応用が可能

であり、コストや機能性に応じた製品開発が可能である。 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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